
2020年度船橋市に対する具体的な要望と回答 2020/6/21　船橋市学童保育連絡協議会

項
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2019年度要望 2019年8月27日回答 2020年度要望

日頃より放課後ルーム事業の推進については、かねてより特段のご配慮いただき
心より御礼申し上げます。

日頃より放課後ルーム事業の推進については、かねてより特段のご配慮いただき
心より御礼申し上げます。

今後も放課後児童健全育成事業は、公設公営の放課後ルームで運営して頂くよう
お願いします。

現時点で運営形態の変更については考えておりません。
今後も放課後児童健全育成事業は、公設公営の放課後ルームで運営して頂くよう
お願いします。

船橋市行財政改革推進会議の意見書では、「放課後ルーム事業と放課後子供教室
事業」が「類似・重複」とされています。
この２つの事業は、その目的も役割も全く異なります。放課後子供教室開始後も、高
学年のルーム利用者が増えていることが、その証拠です。
放課後ルーム事業と放課後子供教室事業の一体化には反対です。
昨年の回答では、「より良い形を検討する」との回答でしたが、検討結果または経過
を示してください。

子ども教室との一体化につきましては、先進自治体の視察を行い、どのような形態
が本市の放課後児童健全育成事業として有効であり、導入が可能かを検討しています。

船橋市行財政改革推進会議の意見書では、「放課後ルーム事業と放課後子供教室
事業」が「類似・重複」とされています。
この２つの事業は、その目的も役割も全く異なります。放課後子供教室開始後も、高
学年のルーム利用者が増えていることが、その証拠です。
放課後ルーム事業と放課後子供教室事業の一体化には反対です。
昨年の回答では、「どのような形態が有効であり、導入が可能かを検討していま
す。」との回答でしたが、検討結果または経過を示してください。

入所不許可の児童が適切な民間業者を利用できるように、委託の要綱などを定め
てください。
待機児童が発生している中、民間委託の要綱を定める予定はない理由を教えてくだ
さい。

また、民間委託につきましても、先進自治体の視察を行い、民間委託が待機児童解
消に有効な手段となるかを検討しています。待機児童解消につきましては、その他さ
まざまな方法を視野にいれての実施方法も含めて検討しているところです。

入所不許可の児童が適切な民間業者を利用できるように、委託の要綱などを定め
てください。
検討結果または経過を示してください。

今年度4月時点では18小学校で、低学年での待機が発生しております。 今年度5月時点では13小学校で、低学年での待機が発生しております。

a) 3年生以下で待機が発生しているルームについては具体的な増設計画を示してく
ださい。
特に深刻な、芝山西・坪井・薬円台については、早急に対応してください。

ａ）、ｂ）
芝山西放課後ルーム及び薬円台放課後ルームにつきましては、8 月1 日に小学校施
設を活用し、増設をしました。坪井放課後ルームにつきましては、学校敷地内での増
設が困難な状況であることから、学校外の設置については様々な活用を検討している
ところです。

a) 3年生以下で待機が発生しているルームについては具体的な増設計画を示してく
ださい。
特に深刻な、坪井については、早急に対応してください。

b) 民間保育園・幼稚園等の社会資源や民家・アパートなどの活用をさらに検討して
ください。

b) 民間保育園・幼稚園等の社会資源や民家・アパートなどの活用をさらに検討して
ください。

放課後児童クラブ運営指針では、「子ども集団の規模（支援の単位）は、子どもが相
互に関係性を構築したり、１つの集団としてま とまりをもって共に生活したり、放課
後児童支援員等が個々の子どもと信頼関係を築いたりできる規模として、おおむね
40 人以下」とされています。
　また、船橋市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条
例で、「支援の単位を構成する児童の数は、おおむね40人以下」となっていることか
らも大規模ルームの解消が求められます。

放課後児童クラブ運営指針では、「子ども集団の規模（支援の単位）は、子どもが相
互に関係性を構築したり、１つの集団としてま とまりをもって共に生活したり、放課
後児童支援員等が個々の子どもと信頼関係を築いたりできる規模として、おおむね
40 人以下」とされています。
　また、船橋市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条
例で、「支援の単位を構成する児童の数は、おおむね40人以下」となっていることか
らも大規模ルームの解消が求められます。

a) 国の基準は、[定員＝面積÷1.65㎡]ですが、船橋市は当面[定員＝面積÷1.5㎡]
を残すとしています。
「当面」の目処を明確に示すとともに、解消計画を立案し、公表してください。
※当面とされた経過処置は2014年であり、既に5年が経過しています。
この質問にも、正面から回答してください。

ａ）
増設・改築の際には新基準に併せて整備を図っております。現在、1.5 ㎡基準で実
施している施設が28％ある状況でありますので、今後も待機児童の状況等も含め、対
応について検討してまいります。

a) 国の基準は、[定員＝面積÷1.65㎡]ですが、船橋市は当面[定員＝面積÷1.5㎡]
を残すとしています。
「当面」の目処を明確に示すとともに、解消計画を立案し、公表してください。
※当面とされた経過処置は2014年であり、既に6年が経過しています。
この質問にも、正面から回答してください。

b) 入所児童数が毎年40名を超えているルームは早急に分割し、増設計画に盛り込
んでください。
昨年の回答では、「個別に対応を検討」との事ですが、具体化をお願いします。

ｂ）
大規模なルームがあることは認識しておりますが、現時点ではルームの分割につい
ての計画はございません。施設・設備の配置や構造上などの問題から分割が難しいル
ームが多くあります。建替につきましても建替え中の代替場所等も確保が困難な部分
もあることから、大規模なルームにおいては今後も継続的に対応を検討してまいりま
す。

b) 入所児童数が毎年40名を超えているルームは早急に分割し、増設計画に盛り込
んでください。
昨年の回答では、「今後も継続的に対応を検討」との事ですが、具体化をお願いしま
す。
新型コロナ対策は、数年続くとも言われています。学校施設の利用を含めて、対応
をお願いします。

放課後児童クラブ支援事業（障害児受入推進事業）、障害児受入強化推進事業を
活用し、障がいをもった児童の受け入れに必要となる専門的知識を有する支援員を
採用し、配置してください。
この事業を利用できない理由があるならば、説明してください。

放課後児童クラブ支援事業（障害児受入推進事業）、障害児受入強化推進事業を
活用し、障がいをもった児童の受け入れに必要となる専門的知識を有する支援員を
採用し、配置してください。
この事業を利用できない理由があるならば、説明してください。

a) 障がい児や発達支援児に関する研修を増やしてください。
昨年度の実施回数・内容を教えてください。

ａ）
課が主催する支援員全体研修（問題行動のある子どもたちへの対応）及び新規採用
支援員に対する研修（障害を持つ子ども見方・対応について）、さらに希望制になり
ますが、県主催の研修（発達障害児など配慮を必要とする子どもへの支援）にも参加
しています。障害児への対応等に関する研修につきましては、今後も引き続き内容を
精査して実施してまいります。

a) 障がい児や発達支援児に関する研修を増やしてください。
昨年度の実施回数・内容を教えてください。

③

①

②

④
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b) 該当する児童がいる場合、園長や支援員が学校との情報共有を定期的に行うよ
う義務付けてください。
省令でも「利用者の通学する小学校等関係機関と密接に連携して利用者の支援に
当たらなければならない。」と定められています。

ｂ）
定期的に学校や放課後子供教室と情報交換を行っており、今後も連携を図ってまい
ります。

b) 該当する児童がいる場合、園長や支援員が学校との情報共有を定期的に行うよ
う義務付けてください。
省令でも「利用者の通学する小学校等関係機関と密接に連携して利用者の支援に
当たらなければならない。」と定められています。

c)施設支援員の採用数を増やして、巡回の頻度を高めてください。
ｃ)
施設の増設に伴い、平成29年度より採用数を増やし対応しています。（現状4人体制）

c)施設支援員の採用数を増やして、巡回の頻度を高めてください。

支援員が慢性的に不足し子どもの安全な生活が脅かされています。 支援員が慢性的に不足し子どもの安全な生活が脅かされています。

a) 非常勤職員の待遇を抜本的に改善しなければ、人材確保は困難です。
時間給は改善されましたが、近隣の自治体と比較してもまだまだ十分とは言えませ
ん。更なる改善を要望します。

ａ）（職員課）
本市の職員の給与については、民間企業の給与に基づき毎年行われる人事院勧告を
尊重しつつ、国や千葉県、近隣市等の状況を総合的に勘案し、今後も給与の適正化に
努めてまいります。

a) 会計年度任用職員の待遇を抜本的に改善しなければ、人材確保は困難です。
年収は改善されましたが、まだまだ十分とは言えません。更なる改善を要望します。
　厚生労働省は、2019年10月3日に「放課後児童支援員等の雇用形態を長期的に
安定したものとし、放課後児童支援員等が長期にわたって安心して就業できるよう、
処遇改善などに努めることが必要である。」と通達しています。
　この国の政策に対する、船橋市の対応策を教えてください。

b)放課後児童支援員等処遇改善等事業を活用し、常勤職員を配置してください。
この事業を利用できない理由があるならば、説明してください。

ｂ）（職員課）
放課後児童支援員等処遇改善等事業を活用しておりますが、現時点では、放課後ル
ームに常勤の支援員を配置することは考えておりません。

b)放課後児童支援員等処遇改善等事業を活用し、常勤職員を配置してください。
この事業を利用できない理由があるならば、説明してください。
厚労省は、毎年12月にの「放課後児童健全育成事業の実施状況 」を公表していま
す。
昨年度、船橋市の職員数は442人、常勤職員が353名とされています。
つまり、支援員と補助Aは常勤職員と見なされています。
従いまして、１支援単位当たり約300万円の補助が受けられる状況かと思われます
が如何でしょうか。

c) 支援員の配置基準を保護者にも公表してください。

ｃ）（地域子育て支援課）
船橋市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例第11
条に基づき、各ルームには常時2 人以上の職員が従事できるよう配置をしています。
また、施設の状況、児童数(支援児)により、運営に支障がないよう加配をしていると
ころです。

c) 支援員の配置基準を保護者にも公表してください。

⑥

保育園の開所は7:00ですが、放課後ルームは8:00開所です。新一年生にとっては、
この１時間の差が大きな問題となります。
保護者が児童より先に出社し、児童だけで戸締まりをして家を出ることは困難です。
そのため家を一緒に出た後で、遠回りをしてルームに向かったり、やむなく開所前の
校庭で過ごす児童も少なくありません、長期休暇などの一日開所日は、朝の保育開
始時刻を7:00からに早めてください。
8:00開所は、学校の登校時間とのことですが、ほとんどの学校は7:30前後の登校時
間になっています。スクールガードも午前7時～8時前後で募集されています。

土曜日等のいわゆる学校休業日につきましては、午前8時から午後7時までの間で
開所をしており、変更する予定はございません。この時間は学校の登校時間等を参考
に決めているところです。

保育園の開所は7:00ですが、放課後ルームは8:00開所です。新一年生にとっては、
この１時間の差が大きな問題となります。
保護者が児童より先に出社し、児童だけで戸締まりをして家を出ることは困難です。
そのため家を一緒に出た後で、遠回りをしてルームに向かったり、やむなく開所前の
校庭で過ごす児童も少なくありません、長期休暇などの一日開所日は、朝の保育開
始時刻を7:00からに早めてください。
8:00開所は、学校の登校時間とのことですが、ほとんどの学校は7:30前後の登校時
間になっています。スクールガードも午前7時～8時前後で募集されています。
また、厚労省の調査でも、7時台の開所が約30%あります。

保護者会は、保護者と支援員、または保護者同士が話し合える貴重な機会です。保
護者が時間を割いて出席しようと思える価値がある内容を毎回工夫してください。長
期休みの持ち物の注意など一方的な連絡だけであればプリントの配布で十分です。

保護者会は、保護者と支援員、または保護者同士が話し合える貴重な機会です。保
護者が時間を割いて出席しようと思える価値がある内容を毎回工夫してください。長
期休みの持ち物の注意など一方的な連絡だけであればプリントの配布で十分です。

a) 児童のプライバシーに配慮した範囲内で、日々の保育から実践報告を盛り込んで
ください。

ａ）
保護者会では、お子さんの日常の様子をお知らせするようにしております。

a) 児童のプライバシーに配慮した範囲内で、日々の保育から実践報告を盛り込んで
ください。

b) 保護者への一方的な依頼でなく、一緒に考えて問題を解決できるよう、良い方法
を問いかけるようにし、保護者に発言させてください。

ｂ）
保護者会は、支援員と保護者または保護者同士が話し合える機会と考えております
ので、積極的にご発言いただきたいと考えております。また、ご発言いただける様な
進行を心掛けてまいります。

b) 保護者への一方的な依頼でなく、一緒に考えて問題を解決できるよう、良い方法
を問いかけるようにし、保護者に発言させてください。

a) 支援員の配属前の研修を強化して下さい。
特に、放課後ルームの社会的責任と放課後児童支援員等の職業倫理についての
研修を実施してください。
昨年の回答では、職員課と検討との事でしたが、検討結果を教えてください。

ａ）
配属日初日に所属長より採用書類に合わせ、職員倫理等についても説明するよう強
化しております。さらに定期的に新規採用支援員向けには改めて、研修を実施してお
ります。

a) 支援員の配属前の研修を強化して下さい。
配属前に必要な研修を実施してください。

⑤

⑦
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b) 放課後児童クラブ運営指針の内容を、放課後ルーム支援員の業務としてマニュ
アル化し、徹底してください。

運営指針には、

１．学校との連携
２．保育所、幼稚園等との連携
３．地域、関係機関との連携

が必要とされています。これは、担当課と支援員の努力だけでは不十分です。

全市が、組織的に対応できる体制を示してください。

ｂ）
放課後クラブ運営指針については、全支援員に配布し、案内しております。解説書
の内容についてもインターネット環境を整備し、閲覧可能な状況であることから、指
導していきたいと考えております。

b) 放課後児童クラブ運営指針の内容を、放課後ルームの業務としてマニュアル化
し、徹底してください。

運営指針には、

１．学校との連携
２．保育所、幼稚園等との連携
３．地域、関係機関との連携

が必要とされています。これは、担当課と支援員の努力だけでは不十分です。

全市が、組織的に対応できる体制を示してください。

C)入学前の就学時検診時に、放課後ルームに関する保護者からの質問に回答でき
るような場を用意して下さい。

ｃ）
入学前の就学時健康診断では放課後ルームの概要、問い合わせ先等を記載したご案
内を配布させていただき、お問い合わせがあった方には個別に対応させていただいて
おります。

c)入学前の就学時検診時に、放課後ルームに関する保護者からの質問に回答でき
るような場を用意して下さい。

d)運営指針では、
「事故やケガの防止に向けた対策や発生時の対応に関するマニュアルを作成し、マ
ニュアルに沿った訓練又は研修を行い、放課後児童支援員等の間で共有する。」
「災害等の発生に備えて具体的な計画及びマニュアルを作成し、必要な施設設備を
設けるとともに、定期的に（少なくとも年２回以上）訓練を行うなどして迅速に対応で
きるようにしておく。」
と定めています。
このマニュアルは、保護者にも公開してください。この点は必ず回答をお願いしま
す。
また保護者の安否確認を含めた防災訓練を定期的に実施してください。これは、保
護者が防災訓練に参加するという意味ではなく、災害時にルームからの緊急連絡
メールが疎通するかの確認です。

ｄ）
火災・地震・不審者対応等の訓練を毎年実施しています。災害等が発生した場合の
放課後ルームの基本的な対応については、保護者向けのご案内文で周知していきたい
と考えています。
また、ルームからのメール配信につきましては、定期的にテスト配信をおこない疎
通確認を実施します。

d)運営指針では、
「事故やケガの防止に向けた対策や発生時の対応に関するマニュアルを作成し、マ
ニュアルに沿った訓練又は研修を行い、放課後児童支援員等の間で共有する。」
「災害等の発生に備えて具体的な計画及びマニュアルを作成し、必要な施設設備を
設けるとともに、定期的に（少なくとも年２回以上）訓練を行うなどして迅速に対応で
きるようにしておく。」
と定めています。
このマニュアルは、保護者にも公開してください。この点は必ず回答をお願いしま
す。
また保護者の安否確認を含めた防災訓練を定期的に実施してください。これは、保
護者が防災訓練に参加するという意味ではなく、災害時にルームからの緊急連絡
メールが疎通するかの確認です。

e)各小学校では、緊急連絡のメールが準備されていると思われます。各指導員がこ
の連絡網に登録しているかどうかの確認をお願いします。
昨年の回答にありましたが、学校との協議内容や確認内容を教えてください。

ｅ）
学校の緊急連絡メールにつきましては、個人所有のアドレスに登録させることは困
難と考えており、各放課後ルームで所有しているアドレスに登録する方向で調整した
いと考えています。

e)ルームのメール送信サービスですが、2018年よりメールアドレスと一緒に児童名と
保護者名が登録されるように変更になっています。
・在籍児童が、メール配信サービスに登録されているかの確認
・防災訓練時に、訓練送信の配信
・メールを受信したことを、連絡帳で確認
の実施を提案します。

f)緊急時の場合に、ルームからの連絡を小学校の緊急連絡メールを通じても流すこ
とができるように、事前の調整をお願いします。

ｆ）
緊急時の場合に、学校の緊急連絡メールでルームの情報を流すと、混乱が生じる可
能性があるため、ルームを利用する保護者には、ルームのメール配信サービスで情報
提供したいと考えています。

ｆ)各小学校では、緊急連絡のメールが準備されていると思われます。放課後ルーム
職員に、このメールの内容が遅延なく伝達できる体制を整えてください。

⑧
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